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情報通信審議会 情報通信技術分科会 ITU 部会  

電波伝搬委員会(第 31 回)議事概要（案） 

 

１ 日時 平成 29 年 2 月 28 日（火）16 時 30 分～18 時 30 分 

 

２ 開催場所 総務省 10 階 共用 1001 会議室 

 

３ 出席者（敬称略、順不同） 

［専門委員］ 

石井 守（主査）、大矢 浩代、吉敷 由起子、斉藤 知弘、中川 篤、前川 泰之、松永 真由美、

真鍋 武嗣、溝口 匡人 

［関係者］（代理出席） 

松山 広 (海上保安庁)、山崎 浩史（警察庁）、 

［関係者］（日本寄与文書説明者） 

新 博行（NTT ドコモ）、沢田 浩和（（国研）情報通信研究機構）、表 英毅（ソフトバンク（株））、

猪又 稔（日本電信電話（株））、佐々木 元晴（日本電信電話（株）） 

［関係者］（SG3 関連会合出席予定者） 

チン ギルバート シー（（株）構造計画研究所）、大嶺 光（（株）構造計画研究所）、小川 博

世（(国研)情報通信研究機構）、松嶋 孝明（（国研）情報通信研究機構） 

［事務局］ 

長嶺室長、榎本課長補佐、中村係長、佐々木官 

 

４ 議題 

（１） CG の動向について 

（２） ITU-R SG3 関連会合への日本からの寄与文書について 

（３） ITU-R SG3 関連会合への対処について 

（４） SG3 への我が国からの寄与の促進について 

（５） その他 

 

５ 議事概要 

（１） CG の動向について 

CG3Ｋ-6 の動向について NTT 佐々木氏より、CG3K-7 の動向について NICT 沢田氏より説

明があった。 

 

（２） ITU-R SG3 関連会合への日本からの寄与文書について 

平成 29 年 3 月に開催される SG3 関連会合へ提出する日本からの寄与文書案 8 件につ

いて審議が行われ、一部文書にエディトリアルな修正を行ったうえで、8 件の寄与文書

を提出することが承認された。 
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ITU-R SG3 関連会合への対処について 

事務局より、平成 29 年 3 月に開催される SG3 関連会合における日本代表団の対処方針

が提案され、特段の意見なく承認された。 

 

（４） SG3 への我が国からの寄与の促進について 

事務局より、SG3 関連会合の議論の動向及び SG3 への我が国からの寄与の促進について

説明があり、上記の方策について議論するため、電波伝搬委員会の傘下に新たに WG を設置

することを提案し、承認された。 

 

（５）その他 
事務局から、今後のスケジュール等について説明があった。 

 

以上 


